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文化庁提言

3
 日
韓
友
情
年
二

0
0五

二
0

0
二
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

大
会
の
日
韓
共
同
開
催
と
、
同
年
に
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
事
業
を
実
施
し
た
「
日
輯
国
民
交
流
年
」

以
降
、
我
が
国
と
韓
国
と
の
間
の
文
化
交
流
は

加
速
度
的
な
深
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
二

0

0
四
年
一
月
に
は
韓
国
政
府
に
よ
る

第
四
次
日
本
文
化
開
放
が
実
施
さ
れ
、
日
本
の

映
画
・
ビ
デ
オ
作
品
、
レ
コ
ー
ド
・

C
D
、
ゲ

ー
ム
ソ
フ
ト
が
全
面
的
に
開
放
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
劇
場
用
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
二

0

0
六

年
一
月
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
ま

プ
ー
ム
の
下
地
と
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
両
国
の
人
々

が
お
互
い
の
国
の
文
化
全
般
に
好
感
を
も
っ
て

接
し
は
じ
め
た
こ
と
が
明
示
的
に
表
れ
た
二

0

0
四
年
は
、
両
国
の
交
流
に
と
っ
て
、
特
筆
す

べ
き
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
、
日
韓
の
国
交
正
常
化
四
0
周
年
を

記
念
し
て
、
両
国
政
府
首
脳
が
両
国
の
友
情
と

相
互
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
「
日
韓
友
情

年
」
を
決
定
し
、
官
民
を
あ
げ
て
、
各
種
交
流

事
業
や
文
化
紹
介
事
業
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
文
化
庁
と
し
て
も
、
二
0

0
四
年
一
月
の
輯

国
に
お
け
る
第
四
次
日
本
文
化
開
放
、
二

0
0

五
年
の
日
韓
友
情
年
の
実
施
を
受
け
て
、
従
来

の
交
流
か
ら
一
歩
進
め
て
、
お
互
い
の
文
化
芸

術
を
紹
介
し
合
う
だ
け
で
な
く
、
公
演
や
展
示
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
両
国
の
文
化

関
係
団
体
、
芸
術
家
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
出
会
い
の
機
会
を
つ
く
り
、
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
て
人
材
育
成
の
協
力
を
引

き
出
す
呼
び
水
と
な
る
よ
う
な
交
流
事
業
を
実

ー
日
韓
文
化
交
流
の
進
展

し
た
。
こ
の
措
置
に
よ
り
、
放
送
分
野
に
お
け

る
ド
ラ
マ
や
娯
楽
番
組
を
除
き
、
輯
国
に
お
い

て
日
本
の
大
衆
文
化
が
ほ
ぼ
全
面
的
に
開
放
さ

れ
ま
し
た
。

我
が
国
に
お
い
て
も
『
シ
ュ
リ
』
『
J
S
A
』

と
い
っ
た
輯
国
映
画
が
観
客
を
呼
び
、
ま
た

B

O
A
な
ど
韓
国
の
歌
手
が
人
気
を
博
し
て
、
韓

国
の
映
画
や
音
楽
が
我
が
国
で
定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
二
0

0
四
年
は
、
輯
国
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
『
冬
の
ソ
ナ
タ
』
の
大
ヒ
ッ
ト
に
よ

り
「
韓
流
」
が
社
会
現
象
と
な
り
、
日
本
の
幅

施
・
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
は
、
三
月
に
韓
国
の
商
業
ベ
ー
ス
で
は

紹
介
さ
れ
に
く
い
作
品
を
我
が
国
に
紹
介
す
る

「
韓
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
二

0

0
四」

の
開
催
を
は
じ
め
、
四
月
の
「
日
韓
芸
能
交
流

公
演
ス
ー
パ
ー
神
楽
と
コ
リ
ア
ン
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
」
や
、
「
日
本
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画

特
集
」
「
日
韓
映
画
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
（
全
州
国
際
映
画
祭
の
中
の
プ
ロ
グ
ラ
・

ム）
‘
1
0
月
に
「
チ
ル
ソ
ク
の
夏
プ
レ
ミ
ア
上

映
会
」
（
ソ
ウ
ル
）
、
一
―
月
に
我
が
国
の
娯
楽

映
画
を
韓
国
に
紹
介
す
る
「
日
本
映
画
~
愛
と

青
春
一
九
六
五
ー
一
九
九
八
」
を
開
催
し
た
ほ

か
、
文
化
庁
主
催
「
第
二
回
国
際
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
お
い
て
、
日
輯
両
国
の
学
生
に
よ
る

意
見
交
換
の
実
施
や
、
若
手
文
化
人
・
芸
術
家

が
議
論
す
る
座
談
会
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
我
が
国
の
芸
術
団
体
の
派
遣
公
演

や
、
日
本
と
輯
国
の
芸
術
家
・
芸
術
団
体
の
共

同
制
作
に
よ
る
公
演
に
対
す
る
支
援
を
は
じ
め
、

日
韓
友
情
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
二
0

0
三
年
に
と
も
に
ユ
ネ
ス
コ
の
『
人

類
の
口
承
及
び
無
形
遺
産
に
関
す
る
傑
作
の
宣

言
』
と
し
て
宣
言
を
う
け
た
「
人
形
浄
瑠
璃
文

楽
と
パ
ン
ソ
リ
の
交
流
公
演
」
や
、
第
八
回
文

国における
IJIの動き

向新
けし
てい
日

嬰
化
...... ‘シ‘ 
こIJなII, 

時
代
に

か
ら
の
日
韓
交
流

広
い
層
に
食
や
生
活
様
式
を
含
め
た
韓
国
文
化

に
対
す
る
認
識
•
関
心
が
深
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
「
韓
流
」
プ
ー
ム
が
、
日
輯
交
流
の
進

展
と
輯
国
に
お
け
る
日
本
文
化
の
開
放
に
呼
応

す
る
か
の
よ
う
に
、
同
時
性
を
も
っ
て
日
本
に

到
来
し
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
「
韓
流
」
プ
ー
ム
は
こ
れ

ま
で
の
日
韓
交
流
の
蓄
積
の
成
果
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
特
に
第
四
次
日
本
文
化
開
放
に
よ
り
、
輯

国
が
日
本
大
衆
文
化
に
門
戸
を
開
い
た
こ
と
が
、

多
分
に
無
意
識
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
日
本
に
お

い
て
も
韓
国
大
衆
文
化
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

よ
う
と
い
う
機
運
を
生
み
、
そ
れ
が
、
今
日
の

化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
の
中
で
、
「
韓
国
メ
デ
ィ

ア
芸
術
作
品
展
」
「
日
韓
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
学
生

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
昨
年

に
引
き
続
き
「
日
本
映
画
祭
（
仮
称
）
」
「
韓
国

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
二

0
0
五
」
「
日
輯

芸
術
系
大
学
交
流
美
術
展
」
な
ど
映
画
や
メ
デ

ィ
ア
芸
術
な
ど
の
新
し
い
分
野
の
交
流
事
業
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

文
化
庁
と
し
て
は
、
外
務
省
等
関
係
省
庁
と

も
連
携
し
て
、
今
後
と
も
、
文
化
芸
術
の
交
流

を
通
じ
て
両
国
の
さ
ら
な
る
友
情
と
相
互
理
解

の
促
進
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

二
0

0
四
年
の
翰
流
プ
ー
ム
が
一
過
性
の
も
の

と
な
ら
ず
、
真
の
隣
国
と
し
て
、
互
い
に
身
近

な
存
在
と
な
り
う
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

が
永
続
的
に
続
い
て
い
く
こ
と
が
、
本
年
の
日

韓
友
情
年
と
し
て
の
大
き
な
意
義
の
―
つ
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
本
年
が
我
が
国
と
輻
国
に

と
っ
て
、
よ
り
よ
い
年
に
な
る
と
と
も
に
、
皆
様

方
に
と
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と
を
祈

念
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

長官官房国際課長

池原充洋
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二
0
0
四
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
韓
国
の
演

劇
街
大
学
路
で
は
、
日
本
の
戯
曲
が
五
本
上
演
さ
れ

た
。
い
ず
れ
も
韓
国
の
演
出
家
、
俳
優
た
ち
に
よ
る

通
常
の
興
業
と
し
て
の
公
演
で
あ
る
。
数
年
前
ま
で
、

日
本
の
戯
曲
を
上
演
す
る
と
い
え
ば
、
友
好
親
善
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
が
年
に
一
本
程
度
だ
っ

た
こ
と
を
思
え
ば
、
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

す
さ
ま
じ
い
韓
流
プ
ー
ム
の
影
に
隠
れ
て
は
い
る

が
、
韓
国
に
お
け
る
日
本
理
解
、
日
本
文
化
の
受
け

入
れ
の
形
も
、
多
様
性
を
も
っ
て
広
が
っ
て
い
る
。

私
自
身
、
二

0
0
四
年
の
秋
は
、
韓
国
の
劇
団

p

A
R
K
と
の
合
同
公
演
を
行
っ
た
。
私
の
代
表
作
の

―
つ
『
東
京
ノ
ー
ト
』
が
ソ
ウ
ル
で
、
韓
国
を
舞
台

に
し
た
翻
案
作
品
「
ソ
ウ
ル
ノ
ー
ト
』
と
し
て
、
二
0

0
三
年
の
春
に
上
演
さ
れ
た
。
そ
の
公
演
が
好
評
で
、

0
四
年
秋
の
ソ
ウ
ル
公
演
芸
術
祭
に
、
私
の
劇
団
青

年
団
と
の
合
同
公
演
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
。
俳
優
は
日
本
か
ら
七
名
、
韓
国
か
ら
一
―

名
が
参
加
。
一

0
月
の
上
演
は
、
楽
日
に
は
通
路
や

桟
敷
席
に
も
人
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
っ
た
。

二
0
0
二
年
に
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催
の
記

念
事
業
と
し
て
、
日
韓
の
国
立
劇
場
の
共
同
制
作
で

合
同
公
演
を
行
っ
た
。
こ
ち
ら
は
、
私
が
日
本
側
の

作
・
演
出
を
担
当
、
韓
国
側
か
ら
も
作
家
、
演
出
家

が
そ
れ
ぞ
れ
出
て
、
俳
優
も
日
本
人
が
六
人
、
韓
国

人
が
五
人
。
こ
の
、
は
じ
め
て
の
本
格
的
な
日
韓
共

同
作
品
『
そ
の
河
を
こ
え
て
、
五
月
』
は
、
日
本
側

で
は
朝
日
舞
台
芸
術
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
、
韓
国
側
で
は

「
評
論
家
が
選
ぶ
ベ
ス
ト
3
」
賞
を
同
時
受
賞
す
る
と

い
う
画
期
的
な
成
果
を
収
め
た
。
こ
の
作
品
は
、
ニ

0

0
五
年
五
月
に
再
演
、
そ
の
後
日
本
国
内
を
全
国

公
演
す
る
他
、
ソ
ウ
ル
で
も
再
び
上
演
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
演
劇
の
世
界
で
は
、
日
韓

交
流
は
、
友
好
親
善
の
た
め
の
交
歓
の
域
を
越
え
て
、

協
同
作
業
の
中
か
ら
、
具
体
的
に
ど
ん
な
成
果
を
出

す
か
と
い
う
時
代
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

実
際
、
二

0
0
四
年
の
ソ
ウ
ル
公
演
芸
術
祭
の
際

の
契
約
条
項
の
中
に
は
、
こ
の
「
ソ
ウ
ル
ノ
ー
ト
』

が
、
海
外
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
招
請
さ
れ
た
と
き
の

取
り
決
め
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
別
に
こ
れ

は
、
私
が
お
願
い
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
韓
国
側
が
自

発
的
に
提
案
し
て
き
た
も
の
だ
。
欧
米
の
市
場
を
視

野
に
入
れ
て
、
日
韓
が
合
同
で
作
品
を
創
る
時
代
が

き
た
の
で
あ
る
。

先
般
、
香
港
か
ら
、
『
そ
の
河
を
こ
え
て
、
五
月
』

と
同
じ
よ
う
な
枠
組
み
で
、
香
港
で
作
品
を
創
れ
な

い
か
と
打
診
が
き
た
。
日
韓
の
協
同
作
業
が
、
ア
ジ

ア
の
文
化
交
流
の
、
成
功
の
l

つ
の
ひ
な
形
に
も
な

こ。

っ
t大
き
な
視
野
で
見
れ
ば
、
日
輯
の
和
解
の
道
程
は
、

ま
だ
ま
だ
完
結
し
た
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
い
ま

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
文
化
の
共
同
作
業
の
道
筋
は
、

日
韓
の
関
係
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
波
及
効
果
も
も

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
や
が
て
、
イ
ン
ド
と
パ
キ

ス
タ
ン
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
あ
る
い

は
バ
ル
カ
ン
半
島
に
住
む
人
々
が
、
和
解
の
道
筋
を

た
ど
る
際
に
、
や
は
り
芸
術
文
化
は
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
私
た
ち
が
い
ま
成
し
遂

げ
よ
う
と
し
て
い
る
営
み
は
、
き
っ
と
彼
の
地
の
芸
術

家
た
ち
の
希
望
の
灯
火
と
な
る
だ
ろ
う
。

劇作家・演出家
桜美林大学助教授

平田オリザ

冬
ソ
ナ
人
気
が
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
韓

流
ス
タ
ー
の
人
気
も
高
ま
る
一
方
で
、
先
の
ヨ
ン
様

来
日
で
は
追
っ
か
け
フ
ァ
ン
が
将
棋
倒
し
と
な
り
、
一

0
人
も
の
ケ
ガ
人
が
出
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
す
。

い
っ
た
い
、
こ
の
韓
流
プ
ー
ム
を
ど
う
考
え
れ
ば
い

い
の
か
？
こ
れ
ま
で
日
輯
文
化
交
流
を
取
材
し
て

き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
う
質
問
さ
れ
る
機
会
が
最

近
、
め
っ
き
り
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
私
は
こ
う
答
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
プ
ー
ム
の
要
因
？
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
っ
ち
が

教
え
て
も
ら
い
た
い
く
ら
い
で
す
。
た
だ
‘
―
つ
だ
け

言
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
韓
流
プ
ー
ム

は
韓
国
に
と
っ
て
ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
ー
（
精
神
安
定

剤
）
の
役
目
を
果
た
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
」

こ
れ
ま
で
、
日
韓
の
文
化
交
流
は
お
世
辞
に
も
双

方
向
と
は
呼
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
の
文
化
コ
ン

テ
ン
ツ
は
ど
ん
ど
ん
輯
国
へ
流
入
し
て
い
る
の
に
、
韓

国
の
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
は
日
本
で
は
見
向
き
も
さ
れ

な
い
時
代
が
長
く
続
い
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、

S
E
S
と
い
う
韓
国
出
身
の
美
少
女
三

人
組
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
い
た
こ
と
を
ご
記
憶
で
し
ょ
う

か
。
小
渕
首
相
と
金
大
中
大
統
領
が
首
脳
会
談
を
行

い
、
日
本
の
大
衆
文
化
開
放
が
合
意
さ
れ
た
の
は
九

八
年
一

0
月
の
こ
と
で
し
た
。

S
E
S
は
「
こ
れ
か

ら
は
双
方
向
性
の
文
化
交
流
に
な
る
」
と
踏
ん
だ
韓

国
側
が
満
を
持
し
て
日
本
へ
送
り
込
ん
だ
期
待
の
大

型
ユ
ニ
ッ
ト
だ
っ
た
の
で
す
。

六
本
木
の
巨
大
デ
ィ
ス
コ
を
借
り
切
っ
て
開
か
れ

た
日
本
デ
ビ
ュ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
私
も
立
会
い
ま
し
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
の
言
動
の
端
々
に
「
輯
国
の
大
衆
文

化
を
日
本
人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
強

い
意
気
込
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、

S
E
Sは
結
局
、
ブ
レ
イ
ク
で
き
ず
、
ニ

年
ほ
ど
活
動
し
て
日
本
の
音
楽
シ
ー
ン
か
ら
姿
を
消

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
事
、
韓
国
の
音
楽
関
係
者
と
こ
の
話
題
に
な
る

と
、
「
せ
っ
か
く
い
い
タ
マ
を
持
っ
て
行
っ
て
も
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
。
日
本
は
韓
国
に
無
関
心
す
ぎ
る
！
」

と
、
プ
リ
プ
リ
怒
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

あ
れ
か
ら
六
年
。
い
ま
で
は
韓
国
映
画
を
は
じ
め
、

韓
国
の
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
は
確
実
に
日
本
の
フ
ァ
ン

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
音
楽
シ
ー
ン
で
も
B
o

A
と
い
う
韓
国
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
が
三
回
も
紅
白
歌

合
戦
に
出
場
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
輯
流
プ
ー
ム
の
頂
点
と
し
て
冬
ソ
ナ
プ

ー
ム
が
あ
る
の
で
す
。
お
か
げ
で
、
い
ま
で
は
日
輯
の

文
化
交
流
が
一
方
通
行
だ
と
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
怒
る

韓
国
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
文

化
コ
ン
テ
ン
ツ
が
国
内
に
流
入
す
る
こ
と
へ
の
異
論

も
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
先
に
文
化
庁
が
ソ
ウ
ル
で
開
い

た
「
日
本
映
画
こ
愛
と
青
春
一
九
六
五
ー
一
九
九

八
」
の
催
し
も
延
ベ
一
万
六
0
0
0
人
も
の
韓
国
人

観
客
が
押
し
か
け
、
大
盛
況
で
し
た
。

そ
の
意
味
で
、
こ
の
韓
流
プ
ー
ム
は
韓
国
に
と
っ

て
、
日
本
文
化
受
容
の
ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
ー
の
役
目

を
果
た
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
本
当
に
よ
い
時
代
に
な

っ
た
も
の
で
す
。
後
は
こ
の
日
韓
文
化
交
流
が
将
来
、

東
北
ア
ジ
ア
と
い
う
域
内
を
生
み
出
す
ス
テ
ッ
プ
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
も
っ
と
う
れ
し
い
。
文
化
に
は
そ

れ
だ
け
の
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

ルポライター

姜誠
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（事例紹介 I

日
本
映
画
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
観
客
で

2

本
企
画
に
お
け
る
上
映
作
品
の
選
定

（事例紹介 I

2
 

公
演
の
趣
旨
・
経
緯

二
0
0
二
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
サ
ッ
カ
ー
大
会

の
日
韓
共
催
お
よ
び
同
年
に
実
施
さ
れ
た
「
日
韓
国

民
交
流
年
」
を
契
機
と
し
て
、
日
雑
両
国
の
文
化
交

流
は
着
実
に
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

0
0

四
年
一
月
に
は
、
韓
国
政
府
に
よ
る
第
四
次
日
本
文

化
開
放
が
実
施
さ
れ
、
韓
国
に
お
い
て
日
本
文
化
が

ほ
ぼ
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

本
公
演
は
、
こ
の
よ
う
な
日
韓
交
流
の
進
展
を
受

け
て
、
両
国
の
国
立
劇
場
に
よ
る
初
の
交
流
公
演
と

し
て
、
二
0
0
四
年
四
月
に
（
独
）
日
本
芸
術
文
化

振
興
会
が
運
営
す
る
国
立
劇
場
大
劇
場
で
二
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
（
文
化
庁
・
韓
国

大
使
館
韓
国
文
化
院
の
共
催
）
。

具
体
的
内
容

本
公
演
は
韓
国
の
宮
中
舞
踊
や
民
俗
芸
能
、
そ
し

て
日
本
の
民
族
芸
能
を
同
一
の
舞
台
で
上
演
す
る
初

め
て
の
試
み
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

緯
国
か
ら
は
、
国
立
舞
踊
団
（
大
韓
民
国
国
立
中
央

劇
場
所
属
）
が
招
聘
さ
れ
ま
し
た
。
国
立
舞
踊
団
は
、

9,、.’
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企
画
の
趣
旨
・
経
緯

映
画
は
あ
ら
ゆ
る
文
化
芸
術
を
包
括
す
る
総
合
芸

術
で
あ
り
、
国
民
に
幅
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
と
き
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
映
す
鏡
で
あ
る
と

世
界
各
地
で
の
舞
台
経
験
や
最
高
の
技
量
を
も
っ
た

団
員
で
構
成
さ
れ
、
一
九
六
二
年
創
立
以
後
、
民
族

情
緒
が
盛
り
込
ま
れ
た
豊
か
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
、
輯

国
の
舞
の
固
有
の
粋
と
美
を
広
く
伝
え
て
い
ま
す
。
本

公
演
で
は
、
「
扇
の
舞
』
『
東
莱
鶴
舞
』
『
珍
島
カ
ン
ガ
ン

ス
ル
レ
』
「
サ
ル
プ
リ
』
『
チ
ャ
ン
ゴ
踊
」
『
五
鼓
舞
／
三

鼓
舞
』
が
披
露
さ
れ
、
優
雅
な
舞
か
ら
集
団
舞
踊
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞
踊
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
を
備
え
る
韓
国
舞
踊
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
か
ら
は
、
古
来
よ
り
神
楽
ど
こ
ろ
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
広
島
県
よ
り
、
中
川
戸
神
楽
団
・

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

映
画
に
親
し
む
こ
と
で
、
制
作
さ
れ
た
国
の
語
学

の
習
得
、
食
へ
の
注
目
、
あ
る
い
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
、
文
化
へ
の
親
し
み
の
深
化
が
生
じ
、
そ
の
国
の

人
々
を
等
身
大
で
見
つ
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す。
本
企
画
は
、
本
年
の
日
韓
国
交
正
常
化
四
0
周
年

や
、
「
日
緯
友
情
年
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
そ
の
記
念
す

べ
き
扉
を
開
け
る
序
章
と
し
て
、
映
画
の
も
つ
文
化

訴
求
力
を
活
用
し
、
日
韓
両
国
の
相
互
理
解
を
促
進

さ
せ
る
も
の
で
す
。

そ
の
皮
切
り
と
し
て
、
二

0
0
四
年
一
月
に
行
わ

れ
た
韓
国
政
府
の
「
第
四
次
大
衆
文
化
開
放
」
に
呼

応
す
る
か
た
ち
で
、
同
年
三
月
に
は
東
京
（
渋
谷
）
で

「
韓
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
二

0
0
四
」
を
開

催
し
、
商
業
ベ
ー
ス
で
は
公
開
さ
れ
に
く
い
優
秀
な

作
品
を
多
数
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
「
日
本
映
画
i

愛
と
青
春
一
九
六
五
ー
一
九
九
八
」
は
そ
れ
に
続
く

催
し
で
す
。

山
王
神
楽
団
が
出
演
し
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
神
楽
と

は
、
戦
後
流
行
し
た
テ
ン
ポ
の
早
い
神
楽
を
よ
り
一

層
現
代
的
演
出
を
加
味
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
華
や

か
に
見
せ
る
神
楽
で
、
数
あ
る
演
目
の
中
か
ら
代
表

的
な
『
八
岐
大
蛇
j

を
上
演
し
、
過
去
と
現
代
が
融

合
し
た
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

本
公
演
は
日
韓
の
芸
能
が
同
一
の
舞
台
で
上
演
さ

れ
る
交
流
公
演
と
し
て
観
客
に
日
韓
間
の
文
化
交
流

の
進
展
を
印
象
付
け
る
と
と
も
に
、
日
韓
の
芸
能
の

同
質
性
と
対
照
性
を
目
の
当
た
り
に
す
る
新
鮮
な
感

動
を
与
え
ま
し
た
。

あ
る
フ
ァ
ン
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
日
本

で
最
も
歴
史
の
古
い
有
力
映
画
雑
誌
の
「
キ
ネ
マ
旬

報
」
を
通
じ
て
読
者
に
呼
び
か
け
、
「
日
本
の
映
画
フ

ァ
ン
が
輯
国
の
映
画
フ
ァ
ン
に
見
て
ほ
し
い
日
本
映

画
」
の
推
鷹
を
募
り
ま
し
た
。

推
薦
さ
れ
た
膨
大
な
作
品
の
中
で
、
次
の
よ
う
な

スーパー神楽「八岐大蛇j

足名椎（あしなづち．じじ），手名椎（てなづ

ち．ばば）と奇稲田姫（くしなだひめ・娘）の親

子別れの場面
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「日本映画：愛と青春 1965-1998」上映作品一覧

1 『あこがれ』 監督：恩地日出夫 1966年

2 『なつかしい風来坊』 監督：山田洋次 1966年

3 『めぐりあい』 監督：恩地日出夫 1968年

4 『兄貴の恋人』 監督：森谷司郎 1968年

5 『街に泉があった』 監督：浅野正雄 1968年

6 『喜劇 一発大必勝』 監督：山田洋次 1969年

7 『俺たちの荒野』 監督：出目晶伸 1969年

8 『やくざ絶唱』 監督：増村保造 1970年

9 『女子学園悪い遊び』 監督：江崎実生 1970年

10 『高校生心中 純愛J 監督：帯盛迪彦 1971年

11 『喜剃 女は男のふるさとヨ』 監督：森崎東 1品五［
12 『遊び』 監督：増村保造 1971年

13 『父ちゃんのポーが聞えるj 監督：石田勝心 1971年

14 『制服の胸のここには］ 監督：渡辺邦彦 1972年

15 『学生妻 しのび泣き』 監督：加藤彰 1972年

16 『涙のあとから微笑みが』 監督：市村秦ー 1974年

17 『新幹線大爆破』 監督：佐藤純裾 1975年

18 『爆発！暴走遊戯』 監督：石井輝男 1976年

19 『さらば夏の光よ」 監督：山根成之 1976年

20 『突然、嵐のようにJ 監督：山根成之 1977年

21 『新宿乱れ街 いくまで待って』 監督：曾根中生 1977年

22 『さすらいの恋人 眩最』 監督：小沼勝 1978年

23 『桃尻娘くピンク・ヒップ・ガール＞．！ 監督：小原宏裕 1978年

24 『帰らざる日々 』 監督：藤田敏八 1978年

25 『ホワイト・ラブ』 監督：小谷承蜻 1979年

26 『神様のくれた赤ん坊』 監督：前田隔ー 1979年

27 『狂った果実』 監督：根岸吉太郎 1981年

28 『俺っちのウエディング」 監督：根岸吉太郎 1983年

29 ［時をかける少女j 監督：大林宣彦 1983年

30 『みゆき』 監督：井筒和幸 1983年

31 『コータローまかりとおる！』 監督：鈴木則文 1984年

32 『恋人たちの時刻』 監督：澤井信一郎 1987年

33 『ウェルター』 監督：村上修 1987年

34 『私をスキーに連れてって』 監督：馬場康夫 1987年

35 『ラブ・ストーリーを君に」 監督：澤井信一郎 1988年

36 『SOWHAT』 監督：山川直人 1988年

37 『スキンレスナイト』 監督：望月六郎 1991年

38 『海嗚りj 監督：佐野和宏 1991年

39 『湾岸バッド・ボーイ・ブルー』 監督：富岡忠文 1992年

40 『トカレフ』 監督：阪本順治 1994年

41 『800TWO LAP RUNNERS』 監督：陵木隆一 1994年

42 『愛の新世界 Le Nouveau Monde Amoureux』監督：高橋伴明 1994年

43 『いちご同盟］ 監督：鹿島勤 1997年

44 『がんばっていきまっしよい』 監督：硯村一路 1998年

45 『チルソクの夏j 監督：佐々部清 2003年←

46 『ヴァイブレータJ 監督：廣木隆ー 2003年

特
に
、
「
日
韓
文
化
交
流
の
未
来
」
に
つ
い
て
は

基
準
を
設
け
ま
し
た
。
時
代
的
に
は
、
一
九
六
五
年

か
ら
一
九
九
八
年
の
間
に
製
作
公
開
さ
れ
た
作
品
に

限
り
ま
し
た
。
一
九
六
五
年
は
、
日
韓
条
約
が
締
結

さ
れ
て
国
交
を
固
復
し
た
年
で
、
一
九
九
八
年
は
、
韓

国
で
日
本
映
画
（
四
大
国
際
映
画
祭
受
賞
作
）
が
開

放
さ
れ
た
「
第
一
次
大
衆
文
化
開
放
」
年
に
あ
た
り

ま
す
。
こ
の
間
、
国
交
が
回
復
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
韓
国
で
日
本
映
回
の
上
映
が
禁
じ
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
鑑
み
、
今
回
を
き
っ
か
け
に
ま
と
め
て
見
て

も
ら
お
う
と
試
み
ま
し
た
。

一
九
六
五
年
か
ら
一
九
九
八
年
と
い
う
期
間
は
、

現
代
史
の
上
で
は
、
高
度
経
済
成
畏
を
な
し
と
げ
、
経

済
的
繁
栄
を
謳
歌
し
た
絶
頂
期
か
ら
バ
プ
ル
期
を
経

て
バ
ブ
ル
崩
壊
へ
至
る
三

0
年
で
あ
り
、
労
使
闘
争

や
学
園
紛
争
が
多
発
し
た
左
右
両
翼
の
政
治
勢
力
が

対
立
す
る
状
況
か
ら
、
冷
戦
梢
造
が
崩
壊
し
て
そ
の

対
立
を
無
意
味
に
す
る
三

0
年
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
期
を
生
き
た
日
本
人
が
、
家
族
と
と
も
に
、

あ
る
い
は
恋
人
と
と
も
に
映
画
館
で
見
た
大
衆
的
な

作
品
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
を
並
べ
て
、
そ
の

と
き
そ
の
と
き
の
日
本
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
扱
っ
た
も

の
に
限
定
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
そ
こ
に
描
か
れ
た

「
そ
の
時
の
今
」
つ
ま
り
当
時
の
日
本
社
会
の
あ
り
の

ま
ま
の
状
態
を
韓
国
の
観
客
に
見
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
九
八
年
の
開
放
以
降
、
韓
国
各
地
の
映
画

祭
や
ア
ー
ト
系
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
新
作
は
も
ち
ろ

ん
、
評
価
の
高
い
日
本
映
両
の
名
作
や
有
名
監
督
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催

本
企
画
の
一
環
と
し
て
、
河
合
隼
旋
文
化
庁
長
官

と
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
前
韓
国
文
化
観
光
部
長
官
に
よ

る
特
別
対
談
「
日
韓
文
化
交
流
の
未
来
」
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
日
韓
の
映
画
カ
メ
ラ
マ
ン
、
シ
ナ
リ
オ
作
家

等
が
参
加
す
る
三
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、

両
国
の
映
画
関
係
者
等
に
と
っ
て
有
意
義
な
意
見
交

換
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

4
 

期
間
中
、
本
企
画
に
関
し
て
韓
国
内
の
新
聞
、
雑

誌
、
テ
レ
ビ
等
で
数
多
く
の
報
道
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

新
聞
こ
碑
国
日
報
、
韓
国
経
済
新
間
、
朝
鮮
日
報
等

雑
誌
ニ
ラ
ル
ド
経
済
、
シ
ネ
21
、
フ
ィ
ル
ム
訊
等

T
V
'
ラ
ジ
オ
ニ
込

B
S
テ
レ
ビ
、

M
B
C
テ
レ
ビ
、

5
 

「
日
本
映
酉
；
愛
と
青
春
一
九
六
一
立
ー
一
九
九

八
」
は
、
平
成
一
六
年
―
一
月
―
一
日
（
木
）
か
ら

ニ
四
日
（
水
）
ま
で
の
二
週
間
に
わ
た
り
、
韓
国
の

韓
国
各
紙
で
報
遣
さ
れ
、
映
回
雑
誌
で
も
見
開
ぎ
の

特
集
が
組
ま
れ
る
な
ど
、
韓
国
内
に
お
い
て
関
心
の

高
い
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

co 

韓
国
内
で
の
報
道

上
映
概
要

作
品
等
は
盛
ん
に
上
映
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
上
映

さ
れ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
た
め
、
今
回
は
名

作
主
義
、
作
家
主
義
で
は
な
く
、
い
わ
ば
社
会
学
的

な
見
地
か
ら
作
品
を
選
ん
だ
桔
果
と
し
て
、
ほ
と
ん

ど
の
作
品
が
韓
国
初
紐
介
、
初
上
映
作
品
と
な
り
ま

し
た
。

c2003［チルソクの夏』製作委員会

6

韓
国
内
に
お
け
る
反
響

ラ
ジ
オ

C
B
S

等

メ
ガ
ボ
ソ
ク
ス
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
数
は
全

部
で
四
六
本
、
そ
の
う
ち
四
四
本
は
日
本
映
団
の
上

映
が
韓
国
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
時
朗
(
-
九
六
五
か

ら
一
九
九
八
年
）
の
作
品
で
、
残
り
の
二
本
が
一
九

九
八
年
以
降
の
作
品
で
す
。

上
映
に
つ
い
て
は
、
延
ベ
一
三
六
回
行
わ
れ
、
わ

す
か
―
一
週
間
と
い
う
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
一

万
六

0
0
0
人
、
平
均
座
席
専
有
率
は
約
七
五
％
を

記
録
し
、
ニ
―
一
作
品
（
三
一
回
）
が
満
席
を
記
鐸
す
~

る
な
ど
、
韓
国
の
映
圃
フ
ァ
ン
の
日
本
映
画
へ
の
関

心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。3

上
映
会
場
と
な
っ
た
メ
ガ
ボ
ソ
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ

！
ジ

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
g
a
b
o
x
.
e
o
.
k
r
/
)

上
の
掲
示
板

に
は
、
現
時
点
で
、
本
企
画
に
関
す
る
約
一
五

0
件

の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
上
映
作
品
に

関
す
る
約
六

0
件
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
大
部
分

が
鑑
賞
し
た
作
品
を
支
持
す
る
好
意
的
な
内
容
の
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
同
様
の
上
映
会
を
再
度
行
っ
て

欲
し
い
と
の
誉
き
込
み
が
―

0
件
あ
り
ま
し
た
。

@2003『ヴァイブレータj製作委員会
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日韓学生サミットin大阪

i
~
~
:

し
：
ヽ
'
~
‘
‘

[
 

第二回―

;

9

「
日
韓

（
座
談
会

「
日
韓

（
座
談
会

日
輯
両
国
の
高
校
生
、
大
学
生
が
、
日
韓
の
高
校

生
の
交
流
と
初
恋
を
描
い
た
映
画
『
チ
ル
ソ
ク
の
夏
』

を
観
賞
し
、
映
画
の
感
想
と
こ
れ
か
ら
の
日
韓
の
若

者
の
交
流
、
文
化
交
流
に
つ
い
て
語
り
合
う
座
談
会

「
日
韓
学
生
サ
ミ
ッ
ト
．
m
大
阪
」
が
国
立
国
際
美
術
館

で
、
ま
た
、
二

0
0
四
年
一
月
の
韓
国
に
お
け
る
第

四
次
日
本
文
化
開
放
お
よ
び
二

0
0
五
年
の
「
日
韓

友
情
年
二

0
0
五
」
の
実
施
を
踏
ま
え
、
映
画
、
現

代
演
劇
、
文
学
、
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
な
ど
の
分
野
で
活
躍
す
る
日
韓
の
若
手
・
中
堅
の

芸
術
家
・
文
化
人
が
一
同
に
会
す
る
座
談
会
「
日
韓

若
手
芸
術
家
・
文
化
人
会
合
」
が

N
H
K
大
阪
放
送

局
で
開
催
さ
れ
た
。

「
日
韓
学
生
サ
ミ
ッ
ト
．
m
大
阪
」
に
は
、
日
本
側
か

ら
大
阪
市
内
の
高
校
生
四
名
と
、
韓
国
人
家
庭
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と
の
あ
る
学
生
な
ど
大
学
生
三

名
が
、
一
方
、
輯
国
側
か
ら
大
阪
市
内
の
在
日
輯
国

人
高
校
生
三
名
と
、
韓
国
人
留
学
生
な
ど
大
学
生
三

名
が
参
加
し
た
。
司
会
進
行
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
大
平
光
代
・
大
阪
市
助
役
、
劇
作
家
の
平
田
オ

リ
ザ
氏
、
寺
脇
研
・
文
化
庁
文
化
部
長
が
加
わ
っ
た
。

め
に
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
、
相
互
理

解
の
必
要
性
を
強
調
し
、
大
平
光
代
氏
も
日
本
の
着

物
に
対
し
て
韓
国
の
人
々
が
も
つ
イ
メ
ー
ジ
と
日
本

人
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
に
驚
い
た
経
験
を
元
に
「
相

手
を
理
解
し
、
ま
た
、
自
分
自
身
の
考
え
を
伝
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
理
解
が
深
ま
る
」
と
し
て
、
隣
国
で
あ

り
な
が
ら
も
文
化
の
違
い
を
認
識
し
、
付
き
合
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
述
べ
た
。

最
後
に
寺
脇
部
長
は
「
日
韓
に
と
っ
て
不
幸
な
一

0
0
年
の
歴
史
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当

韓
国
側
か
ら
は
、
「
韓
国
人
は
日
本
に
負
け
て
は
い

け
な
い
と
い
う
感
情
の
中
で
生
き
て
い
る
し
、
親
の
反

対
で
日
本
人
と
の
結
婚
を
あ
き
ら
め
た
人
も
い
る
」

と
、
反
日
感
情
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ

も
、
そ
の
反
面
で
、
「
日
本
に
留
学
し
て
良
い
体
験
を

し
て
、
日
本
人
一
人
一
人
に
は
良
い
感
情
を
も
っ
て

い
る
。
お
互
い
に
友
好
を
築
け
る
関
係
に
あ
り
、
相

手
を
も
っ
と
知
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
述
べ
た
大
学

生
が
お
り
、
個
人
の
つ
な
が
り
か
ら
交
流
が
広
が
る

可
能
性
を
示
し
た
。

在
日
韓
国
人
で
大
阪
の
市
立
高
校
に
か
よ
う
生
徒

は
「
中
学
ま
で
民
族
学
校
に
か
よ
っ
て
い
た
が
、
公

立
高
校
に
入
っ
て
友
人
た
ち
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
友

情
や
恋
愛
に
は
国
境
が
な
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
言
う
。

日
本
側
か
ら
は
、
「
討
論
し
て
、
韓
国
の
歴
史
や
自

分
の
国
の
こ
と
へ
の
勉
強
不
足
を
痛
感
し
た
。
輯
国

と
日
本
を
国
家
レ
ベ
ル
で
つ
な
ぐ
た
め
に
、
互
い
の
意

識
が
友
好
に
向
く
よ
う
、
対
話
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
強
く
感
じ
た
」
と
若
者
同
士
の
交
流
に
期
待
が
示

さ
れ
た
。
学
生
た
ち
の
活
発
な
議
論
を
受
け
て
、
平
田
オ
リ

然
だ
が
、
半
島
か
ら
漢
字
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
な

ど
、
恩
恵
を
受
け
た
両
国
の
友
好
と
長
い
歴
史
を
知

っ
て
、
次
の
一

0
0
0
年
、
二

0
0
0
年
に
向
け
て

の
交
流
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
総
括
し
た
。

本
座
談
会
に
は
、
大
阪
市
内
の
高
校
生
や
大
学
生
、

ま
た
、
現
在
日
本
に
留
学
し
て
い
る
韓
国
人
大
学
生

な
ど
、
一

0
0
名
近
い
傍
聴
者
を
集
め
、
両
国
の
学

生
た
ち
の
繰
り
広
げ
る
議
論
に
耳
を
傾
け
た
。

ま
た
、
座
談
会
終
了
後
に
は
、
参
加
者
、
傍
聴
者

を
集
め
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
大

阪
府
立
東
住
吉
高
校
の
生
徒
に
よ
る
長
唄
三
味
線
が

披
露
さ
れ
、
座
談
会
に
花
を
添
え
た
。

翌
日
の
、
「
日
韓
若
手
芸
術
家
・
文
化
人
会
合
」
は
、

寺
脇
文
化
部
長
に
よ
る
司
会
の
下
、
日
韓
の
文
学
、

漫
画
、
映
画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
現
代
演
劇
で
活

躍
す
る
中
堅
・
若
手
の
芸
術
家
、
研
究
者
ら
―
二
人

が
活
発
に
意
見
を
交
換
し
た
。

劇
作
家
の
平
田
オ
リ
ザ
氏
は
「
演
劇
の
世
界
は
市

場
規
模
が
小
さ
い
だ
け
に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
、
す

で
に
日
韓
で
の
共
同
制
作
作
品
も
評
価
を
受
け
て
お

り
、
最
先
端
の
交
流
を
し
て
い
る
」
と
現
状
を
報
告

し
た
。
韓
国
の
劇
団
旅
行
者
代
表
の
梁
正
雄
（
ヤ
ン
・

ジ
ョ
ン
ウ
ン
）
氏
も
「
公
演
は
海
外
中
心
に
な
っ
て

お
り
、
実
際
に
日
本
の
劇
団
と
の
合
同
公
演
も
模
索

し
て
い
る
」
と
演
劇
の
交
流
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
監
督
の
原
恵
一
氏
は
、
ア
ニ
メ

日韓若手芸術家・文化人会合

ザ
氏
か
ら
は
、
「
と
な
り
の
国
で
あ
る
韓
国
と
は
、
こ

れ
か
ら
も
近
所
付
き
合
い
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

が
、
相
手
の
い
や
な
こ
と
は
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
お
互
い
最
低
限
の
こ
と
を
知
る
た

ー
シ
ョ
ン
分
野
の
交
流
に
つ
い
て
、
「
日
本
と
韓
国
の

か
か
わ
り
は
意
外
と
古
く
、
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
仕
事
の
一
部
を
韓
国
の
ス
タ
ジ
オ
が
引
き
受
け
て

い
る
」
と
報
告
、
輯
国
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
李
正
鏑
（
イ
・
ジ
ョ
ン
ホ
）
氏
は
「
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
産
業
は
未
来
産
業
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
文

化
を
導
く
触
媒
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
日
韓
に
中

国
を
含
め
た
共
同
制
作
に
つ
い
て
も
模
索
し
て
い
き

た
い
」
と
、
新
た
な
交
流
の
可
能
性
を
語
っ
た
。

映
画
監
督
の
阪
本
順
治
氏
は
、
日
本
と
緯
国
の
映
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厘l圏圏酋l

2004・2005年の
日韓文化交流への文化庁の取組

長官官房国際課

文化庁では， 2004年 1月の韓国における日本大衆文化第4次開放， 2005年の日

韓友情年の実施を踏まえ，お互いの文化芸術を紹介し合う交流だけでなく，両国の文

化関係団体，芸術家，クリエーター，プロデューサーを引き合わせ，「共創」による作品

制作や人材育成の協力を引き出す呼び水となるような交流事業を展開しています。

く2004年実施事業＞
●韓国インディペンデント映画2004 3月6日～ 12日：東京（シアター・イメージフオーラム）

●日韓芸能交流公演 スーパー神楽とコリアン・ファンタジー 4月9日・ 10日：東京（国立劇場）

●日本映画：愛と青春1965-1998 1 1月11日～24日：韓国・ソウル (COEXメガボックス）

●第2回国際文化フォーラム

対談「映画と映画祭ーこれまでとこれから」 10月26日：東京（オリベホール）

・東京国際映画祭の審査委員長と審査委員を務めた山田洋次映画監督と李浦東（イ・チャンドン）韓国映

画監督による日韓映画についての対談を実施。

座談会「日韓学生サミットin大阪」 11月14日：大阪（国立国際美術館）

座談会「日韓若手芸術家・文化人会合」 11月15日：大阪 (NHK大阪放送局）

対談「日韓文化交流の未来」 11月17日：ソウル（メガボックス）

•河合文化庁長官と李漉東（イ・チャンドン）韓国映画監督による日韓文化交流の未来について対談を実施。

く2005年実施予定事業＞
●文楽とパンソリの交流（韓国公演・日本公演）

1月29日・ 30日韓国・ソウル（韓国国立国楽院）

3月3日・ 4日：東京（国立劇場）

・ 2003年にともにユネスコの「人類の口承と無形遺産に関する傑作の宣言」を受けた文楽とパンソリの

交流公演を日韓両国において実施。

●第8回文化庁メディア芸術祭

韓国メディア芸術作品展 2月25日～3月6日東京（東京都写真美術館）

・メディア芸術祭「受賞作品展」と併設で，韓国メディア芸術作品を特集展示。

●韓国インディペンデント映画2005

3月（予定） ：東京（シアター・イメージフオーラム（予定））

・日韓両国の文化交流と相互理解を深めるため，韓国の独立映画等を特集した映画祭を計画。

●日韓芸術大学交流展（仮称）

8月25日から2週間程度韓国・ソウル（芸術の殿堂美術館）

12月初旬から2週間程度，東京芸術大学美術館

・芸術大学関係者の作品を中心に，双方の芸術大学による美術交流展を両国で実施。

日韓若手芸術家・文化人会合 日本1.IIJJ参加者

画
の
違
い
に
つ
い
て
、
「
日
本
は
、
監
督
の
個
性
を
出

し
た
作
品
作
り
に
よ
っ
て
、
日
本
映
画
が
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
だ
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
韓
国
の

作
品
は
、
芸
術
性
、
自
国
の
社
会
性
、
商
品
性
を
大

事
に
し
た
中
で
、
力
強
い
も
の
が
生
ま
れ
て
い
る
」
と

分
析
を
し
た
。

観
客
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
市
場
志
向
の
作
品
づ

く
り
で
急
激
に
成
長
し
た
韓
国
映
画
を
リ
ー
ド
す
る

張
允
絃
（
チ
ャ
ン
・
ユ
ン
ヒ
ョ
ン
）
監
督
は
「
米
国

韓国側参加者

の
具
体
的
圧
力
の
前
で
、
積
極
的
に
攻
勢
に
出
る
た

め
に
、
日
本
と
の
違
い
を
挙
げ
る
よ
り
、
共
通
性
を

見
い
だ
し
協
調
し
て
い
き
た
い
」
と
発
言
し
、
日
本

の
小
説
家
の
赤
坂
真
理
氏
も
「
隣
国
同
士
の
争
い
の

た
め
に
違
い
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
た
が
、
輯
流
ブ
ー
ム
で

近
づ
く
き
っ
か
け
が
で
き
る
と
案
外
近
い
文
化
だ
っ

た
こ
と
に
気
付
く
。
境
界
を
超
え
る
力
は
あ
る
は
ず
」

と
両
国
の
協
力
の
可
能
性
に
期
待
を
表
し
た
。

韓
国
の
作
家
で
中
央
大
学
校
芸
術
大
学
院
講
師
の

全
成
太
（
ジ
ョ
ン
・
ソ
ン
テ
）
氏
は
、

西
洋
画
と
東
洋
画
の
美
的
感
覚
の
違

い
を
示
し
な
が
ら
、
「
こ
れ
ま
で
韓
国

や
日
本
で
は
、
外
国
文
学
と
い
う
と

西
洋
の
文
学
で
あ
っ
た
が
、
最
近
東

洋
的
な
も
の
に
対
す
る
認
識
が
広
が

っ
て
き
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
東
洋

的
な
特
徴
を
も
つ
文
化
を
日
輯
が
共

同
し
て
世
界
に
発
信
す
る
必
要
性
を

語
っ
た
。

漫
画
家
の
江
川
達
也
氏
は
「
日
韓

で
共
同
し
て
創
作
活
動
を
す
る
と
き

に
、
西
洋
的
な
文
化
を
接
着
剤
と
し

て
つ
な
が
る
の
で
は
な
く
、
東
洋
的

な
心
の
共
通
性
を
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
意
見
を
述
べ
、
韓
国

の
漫
画
家
の
手
胎
鏑
（
ユ
ン
・
テ
ホ
）

氏
は
「
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
文
化
に

興
味
が
わ
く
側
面
も
あ
り
、
違
い
を

認
め
た
う
え
で
同
一
性
を
探
る
方
法
も
あ
る
」
と
語

っ
た
。社
会
学
者
の
宮
台
真
司
東
京
都
立
大
学
助
教
授
は
、

「
日
本
と
韓
国
の
間
に
も
、
抽
象
的
な
わ
か
り
合
い
で

は
な
く
、
お
互
い
が
お
互
い
の
存
在
を
前
提
に
し
て

い
る
と
い
う
現
状
を
よ
く
理
解
し
、
よ
り
緊
密
で
高

い
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築
き
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
」
と
発
言
、
文
化
を
経
済
的
に
分
析

す
る
金
然
鍾
（
キ
ム
・
ヒ
ュ
ジ
ュ
ン
）
秋
渓
芸
術
大

学
校
文
化
産
業
大
学
院
長
は
「
韓
国
、
日
本
に
中
国

を
加
え
れ
ば
、
米
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
抗
す
る
三

番
目
の
ア
ジ
ア
の
市
場
を
形
成
で
き
る
。
交
流
の
障

害
と
な
る
過
去
の
話
は
歴
史
家
の
手
に
委
ね
、
具
体

的
な
交
流
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し

こ。t
 最後
に
寺
脇
文
化
庁
文
化
部
長
が
「
文
化
交
流
の

も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
共
存
さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
の
人
的
交
流
や
、
若
手
・
留
学
生
交
流

な
ど
、
恒
常
的
な
交
流
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
お

互
い
の
共
通
認
識
を
深
め
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
」

と
ま
と
め
た
。

二
つ
の
座
談
会
と
も
、
日
輯
の
新
し
い
文
化
交
流

の
方
向
性
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
二

0
0
五
年
の

日
緯
友
情
年
へ
大
き
な
関
心
と
期
待
を
向
け
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
な
お
、
一
一
月
一
五
日
の
座
談
会

の
模
様
は
、
二

0
0
五
年
二
月
に

N
H
K
衛
星
第
2

放
送
の
番
組
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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命
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
.

平
成
―
六
年
度
春
・
秋
の
叔
勲
褒
章
受
章
者

巳

□国
国

今
年
は
「
H
韓
友
閏
年
」
、

U
劫
罪
船
本
条
約
か
ん
が
、

ti会
坦
象
は
―
つ
の
き
っ
か
け
忘
与
え

舒
結
さ
れ
て
四
0
同
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
る
も
の
て
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て

‘
,
'
、
か
、
そ
れ
は
社
会
現
象
の
中
に
い
る
一
人

両
国
に
は
こ
れ
ま
で
に
氾
え
て
き
た
さ
ま
さ
玄

な
骨
歌
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
両
一
人
の
政
識
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

凹
の
こ
と
を
真
に
理
州
す
る
き
っ
か
け
か
な
力
「
滸
続
は
力
な
り
」
と
い
う
言
業
に
も
あ
る
と

っ
た
こ
と
か
要
因
だ
っ
た
の
て
は
な
し
か
と
思
お
り
、
今
回
の
ブ
ー
ム
が
i

過
性
の
も
の
に
止

い

生

す

。

ま

ら

ず

，

裳

の

「

力

」

と

な

っ

て

、

本

年

の

日

昨
年
は
、
「
冬
ソ
ナ
」
プ
ー
ム
か
社
会
を
席
巻
し
怖
友
恰
年
を
き
っ
か
け
に
韓
国
と
「
近
く
て
近

ま
し
た
C

『
こ
の
現
象
を
一
時
的
な
社
会
現
象
と
い

ltl'
に
な
る
こ
と
を
切
し
期
待
し
て
い
ま

(
H
H
-

と
ら
え
る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
力
も
し
れ
ま
せ

'F,

｛
事
例
紹
介
]

国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

文
化
庁
文
化
交
流
使
の
活
動

令
長
官
対
談
傘

字
文
化
人
の
本
音
〗
河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
対
談

ド

ナ

ル

ド

・

リ

チ

ー

映

画

史

家

【
長
官
コ
ラ
ム
文
化
庁
の
抜
穴
]

ほ
か

命
特
集
奪

日
本
文
化
の
総
合
的
な
発
信
糠
能
の
強
化

【
文
化
庁
提
言
】

固
際
文
化
交
流
政
策
の
総
合
的
な
推
進
に
向
け
て

云
寄
稿
]

文
化
の
多
様
性
と
日
本
文
化

:
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
·
·
：
゜
：
・
イ
。
オ
リ
―
ー
ー
ン

：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
折
哲
雄

…
;
：
；
:
…
•
海
老
澤
敏

…
…
…
…
•
：
高
階
秀
雨

勢
連
載
・

〖
い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
↓
夫
術
館
・
捕
物
館
蔀
業
レ
ポ
ー
ト

S

〗

大
阪
府
立
弥
生
文
化
梱
物
館

｛
芸
術
文
化
の
活
動
風
景
]

ピ
ア
ノ
の
調
律

｛
そ
う
か
こ
う
す
れ
は
い
い
ん
だ
I

著
作
権
教
育
実
践
事
例
]

I

T
を
活
用
し
た
授
業
の
た
め
の
苫
作
権
教
育

【
文
化
交
流
使
の
活
動
報
告
]

箔
沿
家
•
笑
福
亭
鶴
笑

【
伝
建
地
区
を
見
守
る
人
々
ー
伝
建
歳
時
記
ー
]

城
下
町
の
お
ひ
な
さ
ん

[
遺
跡
を
楽
し
む
】

み
ん
な
て
つ
く
る
「
み
ん
な
の
悶
跡
公
間
」

〖
文
化
庁
の
地
域
文
化
振
興
施
策
]

本
物
の
舞
台
芸
術
休
験
ボ
業

【
国
語
研
究
の
最
先
端
]

e
,
J
a
p
a
n
 

【
風
を
呼
ぽ
う
、
わ
が
町
に
ー
登
録
文
化
財
と
の
歩
み
ー
〗

「m
心
い
出
ふ
れ
あ
い
廿
北
」
の
屎
間
文
化
印
の
活
川
と
翡
齢
者
ケ
ア

（
文
化
カ
ニ
ュ
ー
ス
き

m関
西
関
西
元
気
文
化
圏
の
取
組
]

ミ
ュ
ー
シ
ア
ム
ぐ
る
っ
と
パ
ス
，
閑
西

2
0
0
5

＝
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
]

仏
画
（
仏
教
絵
画
）
の
線
描

[
日
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
]

左
官
（
日
本
壁
）
・
全
川
文
化
財
限
技
術
俣
存
会
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